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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年2月28日(2008.2.28)

【公開番号】特開2006-192027(P2006-192027A)
【公開日】平成18年7月27日(2006.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2006-029
【出願番号】特願2005-5460(P2005-5460)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/06     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   1/00    ３００Ｙ
   Ａ６１Ｂ   1/06    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ  23/26    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月11日(2008.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
 管状に延びる内視鏡挿入部を被検体内に挿入し、前記内視鏡挿入部に設けられた対物レ
ンズを有する観察手段と、
 前記対物レンズの近傍に設けられたＬＥＤチップと、
 前記ＬＥＤチップを取り付ける取付面に対する傾斜角度が、前記対物レンズに対して外
側と内側とで異なる反射面を有する開口部と、を備え、
 前記ＬＥＤチップから出射された出射光の進行方向を変更することを特徴とする内視鏡
装置。
【請求項２】
 管状に延びる内視鏡挿入部を被検体内に挿入し、前記内視鏡挿入部に設けられた対物レ
ンズを有する観察手段と、
 前記対物レンズの近傍に設けられたＬＥＤチップと、
 前記ＬＥＤチップの前方に設けられた反射部材と、
 前記反射部材の前記ＬＥＤチップを取り付ける取付面に対する傾斜角度が、前記対物レ
ンズに対して外側と内側とで異なる反射面を有する開口部と、を備え、
 前記ＬＥＤチップから出射された出射光の進行方向を変更することを特徴とする内視鏡
装置。
【請求項３】
 前記開口部が、
 前記出射光のうち前記対物レンズに対して外側に向かう外側出射光の光路上に設けられ
、前記観察範囲内に向けて前記外側出射光を反射させる反射面を備えていることを特徴と
する請求項１又は２記載の内視鏡装置。
【請求項４】
 前記開口部の反射面は、
 前記ＬＥＤチップの設置位置および設置角度に合わせて、設置位置や設置角度が決めら
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れることを特徴とする請求項1乃至３のいずれか１項に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
 管状に延びる内視鏡挿入部を被検体内に挿入し、前記内視鏡挿入部に設けられた対物レ
ンズを有する観察手段と、
 前記対物レンズの近傍に設けられたＬＥＤチップと、
 前記ＬＥＤチップの設置位置および設置角度に合わせて、設置位置、設置角度および屈
折率を決めた集光用レンズと、を備え、
 前記集光用レンズによって前記ＬＥＤチップから出射された出射光の進行方向を変更す
ることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項６】
 管状に延びる内視鏡挿入部を被検体内に挿入し、前記内視鏡挿入部に設けられた対物レ
ンズを有する観察手段と、
 前記対物レンズの近傍に設けられたＬＥＤチップと、
 前記ＬＥＤチップの前方に設けられた集光部材と、
 前記集光部材に設けられ、前記ＬＥＤチップの設置位置および設置角度に合わせて、設
置位置、設置角度および屈折率を決めた集光用レンズと、を備え
 前記集光用レンズによって前記ＬＥＤチップから出射された出射光の進行方向を変更す
ることを特徴とする内視鏡装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
 上記課題を解決するために、本発明は以下の手段を提供する。
 請求項１に係る発明は、管状に延びる内視鏡挿入部を被検体内に挿入し、前記内視鏡挿
入部に設けられた対物レンズを有する観察手段と、前記対物レンズの近傍に設けられたＬ
ＥＤチップと、前記ＬＥＤチップを取り付ける取付面に対する傾斜角度が、前記対物レン
ズに対して外側と内側とで異なる反射面を有する開口部と、を備え、前記ＬＥＤチップか
ら出射された出射光の進行方向を変更することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
 この発明に係る内視鏡装置においては、ＬＥＤチップから出射された出射光の進行方向
が、開口部の反射面によって変えられて、その変えられた光が観察範囲内に到達する。
 これにより、観察範囲内に十分な照明を効率よく当てることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
 請求項２に係る発明は、管状に延びる内視鏡挿入部を被検体内に挿入し、前記内視鏡挿
入部に設けられた対物レンズを有する観察手段と、前記対物レンズの近傍に設けられたＬ
ＥＤチップと、前記ＬＥＤチップの前方に設けられた反射部材と、前記反射部材の前記Ｌ
ＥＤチップを取り付ける取付面に対する傾斜角度が、前記対物レンズに対して外側と内側
とで異なる反射面を有する開口部と、を備え、前記ＬＥＤチップから出射された出射光の
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進行方向を変更することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
 この発明に係る内視鏡装置においては、ＬＥＤチップから出射された出射光の進行方向
が、開口部の反射面によって変えられて、その変えられた光が観察範囲内に到達する。
 これにより、観察範囲内に十分な照明を効率よく当てることができる。
 また、反射部材をＬＥＤチップの前方の所定の位置に設けるだけで、ＬＥＤチップに合
わせて反射面を有する開口部を設けることができ、組み付け作業時の作業負担を大幅に軽
減させることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
 請求項３に係る発明は、請求項１又は２に記載の内視鏡装置において、前記開口部が、
前記出射光のうち前記対物レンズに対して外側に向かう外側出射光の光路上に設けられ、
前記観察範囲内に向けて前記外側出射光を反射させる反射面を備えていることを特徴とす
る。
 これにより、簡易な構成によって、観察範囲内に効率よく確実に照明を当てることがで
きる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
 請求項４に係る発明は、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の内視鏡装置において、
前記開口部の反射面は、前記ＬＥＤチップの設置位置および設置角度に合わせて、設置位
置や設置角度が決められることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
 この発明に係る内視鏡装置においては、外側出射光または内側出射光が、反射面によっ
て反射させられて、観察範囲内に到達する。
 それら反射面は、設置位置や設置角度があらかじめ決められた状態で、一体的なユニッ
トとして構成された反射部材に設けられているため、この反射部材をＬＥＤチップの前方
の所定の位置に設けるだけで、ＬＥＤチップに合わせて反射面を正確に設置することがで
きるだけでなく、組み付け作業時の作業負担を大幅に軽減させることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１２】
 請求項５に係る発明は、管状に延びる内視鏡挿入部を被検体内に挿入し、前記内視鏡挿
入部に設けられた対物レンズを有する観察手段と、前記対物レンズの近傍に設けられたＬ
ＥＤチップと、前記ＬＥＤチップの設置位置および設置角度に合わせて、設置位置、設置
角度および屈折率を決めた集光用レンズと、を備え、前記集光用レンズによって前記ＬＥ
Ｄチップから出射された出射光の進行方向を変更することを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
 この発明に係る内視鏡装置においては、出射光が、集光用レンズによって集光されて、
観察範囲内に到達する。
 これにより、上記と同様に、観察範囲内に効率よく確実に照明を当てることができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
 請求項６に係る発明は、管状に延びる内視鏡挿入部を被検体内に挿入し、前記内視鏡挿
入部に設けられた対物レンズを有する観察手段と、前記対物レンズの近傍に設けられたＬ
ＥＤチップと、前記ＬＥＤチップの前方に設けられた集光部材と、前記集光部材に設けら
れ、前記ＬＥＤチップの設置位置および設置角度に合わせて、設置位置、設置角度および
屈折率を決めた集光用レンズと、を備え前記集光用レンズによって前記ＬＥＤチップから
出射された出射光の進行方向を変更することを特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
 この発明に係る内視鏡装置においては、出射光が、集光用レンズによって集光されて、
観察範囲内に到達する。
 これにより、上記と同様に、観察範囲内に効率よく確実に照明を当てることができる。
 また、それら集光用レンズは、設置位置、設置角度および屈折率を決めた状態で集光部
材に設けられているため、この集光部材をＬＥＤチップの前方の所定の位置に設けるだけ
で、ＬＥＤチップに合わせて集光用レンズを設置することができ、組み付け作業時の作業
負担を大幅に軽減させることができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
 本発明によれば、観察範囲内に十分な光量の照明を効率よく当てることができ、迅速か
つ正確な観察を行うことができる。
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